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SORACOM LTE- M Button Plus  

 なお、各種会議、学習会等での説明を希望される場合はご連絡ください。 
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・わなを仕掛けたけど、見回りが大変。

・夏場は見回った直後に捕獲されてると、動物が弱ってジビエに出来ない。

・止刺しの準備をしていない時に捕獲されてると、道具を取りに行くのが面倒。

・捕獲したあと、役場やジビエ処理施設へ連絡が面倒。

・IcT通知機は補助金で買えるけど、高額な通信費用が大変。

・市場に安くて通信エリアが広い機器が無かったため、市販品を工夫

して、わな通知機を作りました。

・くまもと☆農家ハンター様のご協力で、実証試験行い実用性も確認

しました。

・１台当たりの初期費用は約８,５００円、通信費は月額約３００円。

欲しい機器は、

・初期導入費用や維持費が安い通信機。

・単体で広いエリアで通信できる機器。

・複数へ連絡できる機器。

u LTE- M

4G-LTE

[IFTTT]

IFTTT

１００円。 

ICT 
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１ はじめに 

 野生鳥獣による農作物被害額は、平成３０年度

の調査では約１５８億円で金額は減少しているも

のの、農業者及び狩猟者の高齢化により、対策が

年々困難となっています。 

 捕獲による被害防止対策において、ジビエに利

用する場合、特に問題となっているのが、捕獲し

てから運び出すまでが、わなが作動した事に気づ

かず遅れることです。 

 現在行われている農作物の被害防止としての捕

獲は、農業者が自ら行っている場合も見られ、本

業である農業のかたわら、毎日、わなを見回るこ

とは大きな負担となっています。 

 また、夏場は捕獲した動物が短時間で死亡する

こともあるため、捕獲後は速やかに処理加工施設

等へ搬送する必要があります。 

 このようなことから、わなの作動を通知する 

ICT 機器が有効と考えられ、わなの動作を通知す

る機器が数多く販売されています。 

 販売されている機器の多くは付加機能を備え、

パソコンやスマートフォン等から地図上でわなの

作動確認が可能で、処理施設との連携や鳥獣被害

防止対策に有用な管理や分析ができる機器もあり

ます。 

 しかし、市販の機器は、価格が高価な場合が多

く、個人で導入するのは難しいと考えられます。 

 また、管理や分析の機能は総合的な対策には有

用ですが、個人の捕獲者には必ずしも必要な機能

ではありません。 

 以上のことから本事例では、捕獲者が必要とす

る通知機能に特化した機器で、安価に導入出来る

ことを目標に、わなの作動を E メールや LINE へ

通知する通知機を開発しました。 

 捕獲者自らが製作し運用できる事が必要と考

え、部品については一般的に入手性が良く、低価

格な材料で製作する事とました。 

 また、自ら製作出来ない方に安価に機器を提供

するために、業者の方も含め広く普及を行ってい

ます。 

 なお、通信方式については、主に農地及び人家

周辺で利用すると思われることから、なるべく安

価でエリアが広域な通信方式として、携帯電話の

電波（LTE-M）を使用する機器を採用しまし

た。 

 また、本稿で説明に使用している、スマホ画面

は android7.0 の標準的な画面ですが、機種によ

り多少画面が異なる場合がございますが、全ての

機種を網羅することは困難なため、ご容赦くださ

い。 

なお、参照しているホームページについては、

可能な限り最新データを確認していますが、運営

者の都合でデザイン等が変更されていた場合はご

容赦ください。 

 

２ 材料及び方法 

 使用する機器は、設定が容易な機器として、 

ボタンを押すと LTE-M 通信で送信して、各種動

作を関連づけできる SORACOM LTE-M Butt

on Plus（以下、Plus）を使用しています。 

 本機は従来の sim と異なり、基板上の e-sim

となるため、盗難等で不正利用されにくいと言わ

れています。 

 なお、購入に際しては SORACOM 社 Web サ

イトへ無料の登録を行った後、同 web サイトか

ら購入できます。 

 請求書払いについては、固有のメールドメイン

を持っている法人及び行政機関となっています。 

 Plus の価格は送料税別で 7,380 円で、維持費

は月額１００円＋１作動当たり約 0.002 円とな

り、１年毎の更新料２００円と安価です。 

 通知機の作動原理としては、Plus 側面の端子

から出ている２本の配線が接触すると、LTE-M

回線で SORACO サーバーへ送信されます。 

 本事例では SORACOM 社 Beam サービスを

利用しており、Beam サービスではトリガー情報

が IFTTT という IoT サービスの仲介サービスへ

送られ、E メール、ＳＭＳ、Facebook メッセン

ジャー、LINE 等の各種通知サービスへ送信さ

れ、利用者へ通知されます。 

 

 

図１ 

 

 

 SORACOM や IFTTT については、パソコン

等の各種 Web 閲覧が可能な機器や IOS や Andr

oid のアプリからも設定出来ます。 

 なお、IOS については一部テキストのコピーが

できないため、ご注意ください。 

https://soracom.jp/products/gadgets/butt

on_plus/ 

LTE-M

SORACOM 
LTE-M 
Button Plus

SORACOM
Beam

IFTTT

Facebook

https://soracom.jp/products/gadgets/button_plus/
https://soracom.jp/products/gadgets/button_plus/
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3 機器設定の考え方 
 この事例では Plus からの通信を E メールや 

LINE 等へ繋ぐ役目を IFTTT サービスが行ってい

ます。 

IFTTT サービスでは複数の Plus からの通信を

受ける場合、メッセージは機器毎に変更できます

が、E メール及び LINE 等の送信先は１つです。 

 

 
図２ 

 

 

 また、SORACOM の設定は Web サイトのコ

ンソール（以下コンソール）から行い、当事例で

は SORACOM Beam という通信情報の送付先

設定とデータ形式の変換を行うサービスを使用し

ます。 

 Beam ではグループ単位で IFTTT 等への送信

情報を管理しているため、複数の Plus 機器を 

IFTTT に判別させるためには、下図のように 

Plus 機器１台に付き１つのグループが必要で

す。 

 

 

図３ 

 

 

SORACOM Beam 設定後のグループ 

 

図４ 

 

 

IFTTT Webhooks のアプレット 

 

図５ 

 

４ 送信先について 

 本稿では送信先として LINE 及び E メールを説

明します。 

LINE ではグループ機能を利用し、複数のメン

バーで情報共有を行えます。 

E メールで複数の宛先へ送信する場合は、各メ

ールサービスの転送機能を利用します。当事例で

は例として gmail で説明しています。 

 

５ 必要な材料について 

 次に必要な材料について表１へ、令和元年 

５月２０日現在の税抜き価格を参考として記載し

ます。 

 作例では、トリガーは磁石が離れると作動する

マグネットスイッチを利用しています。 

 

表１ 

 

６ LINE アプリの準備 

（E メール利用では不要です。 
「８ IFTTT とは？」へお進みくださ
い。） 
  

本稿では LINE のグループ機能を利用し、複数の

メンバーで情報共有を行う方法を説明します。 

 LINE アプリのインストールが済んでいない場

合は、Android の方は「Play ストア」、iOS の

方は「App Store」で「LINE」を検索し、パソ

A

B

C

IFTTT

e LINE

A

B

C

IFTTT

e LINE

SORACOM Beam

SORACOM Beam

wana01 wana01 wana01

wana02 wana02 wana02

wana03 wana03 wana03

A

B

C

SORACOM LTE-M Button Plus
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コンは公式ホームページからインストールしてく

ださい。 

 インストールが始まらない場合は、「Play ス

トア」の「アプリのダウンロード設定」を確認し

てください。 

設定が「Wi-Fi 経由のみ」となっていない場合

は「毎回、確認する」等へ変更することで、Wi-

Fi 環境以外でもインストールできます。 

また、LINE の新規登録を行うには、音声通話

または SMS が受信できる端末の電話番号が必要

です。 

※次項以降、スマートフォンは＜スマホ＞、パソ

コンは＜PC＞、スマートフォンとパソコンに共

通する事項は＜共通＞をご覧下さい。 

 

 

７ LINE の設定 
（E メール利用では不要です。 
 
＜スマホ＞ 

 IFTTT から LINE へ送信するために LINE N

otify というサービスを利用します。 

LINE の設定については、スマホの説明のみと

なります。 

 ブラウザで「https://notify-bot.line.me/ja

/」へアクセスしてください。 

下記の画面で友達に追加を選択します。 

 

 

図６ 

 

 

＜スマホ＞ 

 下記の画面が表示されたら、追加を選択しま

す。 

 

 

図７ 

 

 

＜スマホ＞ 

 追加が成功すると、トークで下記のメッセージ

が表示されます。 

 

 

図８ 

 

 

 

 

 

 

 

https://notify-bot.line.me/ja/
https://notify-bot.line.me/ja/
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＜スマホ＞ 

 次にグループを作成します。 

LINE アプリのホームに表示されている「グルー

プ作成」を選択します。 

 

 

図９ 

 

 

＜スマホ＞ 

「LINE Notify」を含めて、メンバーを選択

し、「次へ」を選択します。 

 

 

図１０ 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

グループ名の入力を行い、アイコンを変更した

い場合はアイコン下のカメラマークを選択し変更

します。 

その後、下部のメンバーに誤りが無ければ「作

成」を選択します。 

メンバーは後で加除修正可能です。 

 

 
図１１ 

 

 

＜スマホ＞ 

 グループ作成の完了です。 

トークでメンバーと通信出来ているか、確認し

てください。 

 

 

図１２ 

 

 

 

 

 

 

 

→選択します 
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＜スマホ＞ 

 グループへメンバーを追加・削除する方法を説

明します。 

 LINE アプリのホームで作成したグループを選

択します。 

 

 

図１３ 

 

 

＜スマホ＞ 

 設定マークを選択し、メンバー追加の場合は

「招待」、メンバー変更等は「編集」を選択しま

す。 

 

 

図１４ 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

 下記の画面で加除修正します。 

 

 

図１５ 
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８ IFTTT とは？ 

 IFTTT とは一定の条件に対して、動作を設定

できる IｏT のサービスです。 

 IFTTT は IF This Then That の略で、「も

しこれならば、あれをする」という、「きっか

け」と「行動」を結び付けるサービスです。 

 今回の事例では、「もし、Plus が押された

ら、E メールを送信する」という動作をさせてい

ますが、アイデア次第で「もし、畜舎の温度が○

○度以上になったら、換気扇を作動させる」等、

いろいろな事が出来ます。 

 

 

９ IFTTT のユーザー登録（無料） 

 IFTTT の操作は、スマホ又は PC で行いま

す。 

 

＜スマホ＞ 

 Android の方は「Play ストア」、iOS の方は

「App Store」で「IFTTT」を検索してインス

トールしてください。 

 インストールが始まらない場合は、「Play ス

トア」の「アプリのダウンロード設定」が「Wi-

Fi 経由のみ」となっていなる場合は「毎回、確認

する」等へ変更することで、Wi-Fi 環境以外でも

インストールできます。 

 

 

 

図１６ 

 

＜スマホ＞ 

検索されたアプリ「IFTTT」をインストールし

ます。 

 インストールを選択します。 

 

 

図１７ 

＜スマホ＞ 

 アプリのインストールが完了すると、図１８の

画面となります。 

 開くを選択し、アプリを起動します。 

 

 

図１８ 

 

 

＜スマホ＞ 

 Google 及び Facebook のアカウントをお持

ちの場合は、下部のボタンから登録できます。 

 E メールで登録したい場合は、「Sign in wit

h email」から登録してください。 

本稿では E メールから登録する方法をご説明し

ます。 

「Sign in with email」を選択します。 

 

 

図１９ 

 

 

 

ここに「IFTTT」と入力して検索します。 
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＜スマホ＞ 

ユーザー登録を行うために、ID に使用する E

メールアドレスを入力し、「Continue」を選択

します。 

 

 
図２０ 

 

 

＜スマホ＞ 

次にパスワードを設定します。 

枠内へパスワードを入力し、「Create accou

nt」を選択すれば、登録作業は終了です。 

 

 

図２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

 パスワードの保存メッセージが表示された場合

は保存すると次回のアプリ起動時に再入力の手間

が省けます。 

 

 

図２２ 

 

 

＜PC＞ 

パソコンで操作する方は、IFTTT 推奨の goog

le Chrome を必ずご利用ください。 

インストールについては、InternetExplorer

等で下記のアドレスを入力し、google のトップ

ページ右上のメニューからから「Chrome」を選

択します。 

https://www.google.co.jp 

 

 

図２３ 

 

 

https://www.google.co.jp/
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＜PC＞ 

 「Chrome をダウンロード」を行い、メッセ

ージに従い、インストールしてください。 

 

 
図２４ 

 

 

＜PC＞ 

google Chrome の検索窓へ 

「https://ifttt.com/discover」を入力してく

ださい。 

 

 

図２５（PC 画面） 

 

 

＜PC＞ 

ユーザー登録には、E メールまたは、Apple、

google、facebook のアカウントで登録できま

すが、ここでは E メール登録で説明します。 

「Enter your email」蘭へ ID に使用する E

メールアドレスを入力し、「Get started」を選

択します。 

 

 
図２６ 

＜PC＞ 

 IFTTT のログオンパスワードを設定します。 

 空欄へ任意のパスワードを入力し「Sign  

up」を選択します。 

 このとき、「Get updates with google Fa

cebook」のメッセージが表示された場合は、IF

TTT の最新情報（英語）が知りたい場合以外は

「No thanks」を選択すます。 

 

 
図２７ 

 

 

１０ IFTTT のアプレット作成 

 IFTTT には、プラットフォームと言われる 

トリガー部分と実行部分があります。 

このプラットフォームと実行部分を連携させる

機能をアプレットと呼びます。 

以下ではアプレットの作成方法を説明します。 

 

＜スマホ＞ 

 IFTTT アプリトップ画面の「Get more」を選

択します。 

 

 

図２８ 

https://ifttt.com/discover
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 アプレットを作成済みの場合は、下記のような

画面となります。 

 

 

図２９ 

 

 

＜PC＞ 

 以下の画面が表示された場合は「×」を選択し

ます。 

 

 

図３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

下記の画面で「Make your own Applets fr

om scratch ＋」と表示されていたら、「＋」

を選択します。 

 

 

図３１ 

 

 

＜スマホ＞ 

上記の画面で「Make your own Appletsfro

m scratch ＋」と表示されない場合は、下へ

スクロールしていき、多くのテンプレートの中か

ら、「Create your own」を探し選択します。 

 

 

図３２ 
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＜PC＞ 

 IFTTT アプリトップ画面の「Get more」を選

択します。 

※下記の画面が表示されない場合は、一度、goo

gle chrome を再起動し、アドレスバーへ 

「https://ifttt.com/」を入力してください。 

 

 

図３３ 

 

 

＜PC＞ 

 下へスクロールしていき、多くのテンプレート

の中から、「Create your own」を探し選択し

ます。 

 

 
図３４ 

＜共通＞ 

 This の前方の「＋」を選択します。 

 

 

図３５（スマホ画面） 

 

 

 

図３６（PC 画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ifttt.com/
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＜共通＞ 

 SORACOM サーバーから受信するプラットフ

ォームとして使用する、「Webhooks」を検索

し、表示されたアイコンを選択します。 

 

 

図３７（スマホ画面） 

 

 

 
図３８（PC 画面） 

 

＜スマホ＞ 

 次に「Receive a web request」を選択しま

す。 

 

 
図３９（スマホ画面） 

＜スマホ＞ 

次に「Connect」を選択します。 

 

 

図４０ 

 

 

 

 

 

＜PC＞ 

 「Cmonnect」を選択します。 

 

 

図４１（PC 画面） 
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＜PC＞ 

 以下のメッセージが表示された場合は、再度、

「Cmonnect」を選択します。 

 

 

図４２（PC 画面） 

 

 

＜PC＞ 

 次に「Receive a web request」を選択しま

す。 

 

 

図４３（PC 画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

 半角英数文字で任意の Event Name を入力

し、「Continue」を選択します。ここで入力す

る文字がトリガー名となります。 

トリガー名は通信機毎に任意に決めて、英数半

角文字とします。 

なお、間違い防止のため記号やスペースは使用

しないでください。 

 

 

図４４（スマホ画面） 

 

※複数の機器を登録する場合は、下のメモをご活

用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以降で必要となるので、Event name 

をメモしてください。 

１．                

２．                

３．                

４．                

５．                

６．                

７．                

８．                

９．                

10．                
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＜PC＞ 

 半角英数文字で任意の Event Name を入力

し、「Create trigger」を選択します。 

 

※ Event Name は IFTTT と SORACOM のサ

ーバー間で符号としてやり取りされるため、

URL で使用できないスペース等の文字は使

用できません。 

 

 

図４５（PC 画面） 

 

 

１１ LINE へ送信する設定 
（E メール利用では不要です。 
「１２ E メールへ送信する設定」へ 
お進みください。） 
 

＜共通＞ 

 次に Webhooks へ LINE を紐付けます。 

 「That」の前の「＋」を選択します。 

 

 
図４６（スマホ画面） 

 

 

 

図４７（PC 画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

 検索窓へ「LINE」と入力して、表示された 

LINE アイコンを選択します。 

 

 

図４８（スマホ画面） 

 

 

＜PC＞ 

 検索窓へ「LINE」と入力して、表示された 

LINE アイコンを選択します。 

 

 
図４９（PC 画面） 
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＜スマホ＞ 

 「Send message」を選択します。 

 

 
図５０（スマホ画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

 「Connect」を選択します。 

 

 
図５１（スマホ画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜PC＞ 

 「Connect」を選択します。 

 

 

図５２（PC 画面） 

 

 

＜PC＞ 

 「Send message」を選択します。 

 

図５３（PC 画面） 
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＜共通＞ 

 LINE Notify のセキュリティ確認画面で「同意

して連携する」を選択します。 

 スマホの機種や OS バージョンによっては、 

図５２となる場合があります。その場合は、再

度、「Connect」を選択してください。 

 

 

図５４（スマホ画面・PC でも同様です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

 IFTTT 側の設定画面となります。「Recipien

t」の右側矢印を選択し、グループ名を選択しま

す。 

 なお、グループ名は図１１で作成したものを使

用します。 

 

 

図５５（スマホ画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

 次に「Message」欄へ LINE で送信する本文

を入力し、「Continue」を選択します。 

 

 
図５６（スマホ画面） 

捕獲グループ 
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＜PC＞ 

 IFTTT 側の設定画面となります。「Recipien

t」の右側矢印を選択し、事前に作成したグルー

プ名を選択します。 

 

 

図５７（PC 画面） 

 

 

＜PC＞ 

 次に「Message」欄へ LINE で送信する本文

を入力し、「Create action」を選択します。 

 

 

図５８（PC 画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

 アプレット（一連の動作）に名前を付けます。 

 動作には関係ありませんが、複数の通知機を運

用する場合は、個々の通知機が判別できる名前に

編集します。 

操作は、「Edit title」を選択してから、入力

します。 

 

 

図５９（スマホ画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

 修正後のイベント名 

図４４で入力した Event Name を入力しま

す。 

 

 
図６０（スマホ画面） 

 

 

 

わな通知機 

捕獲グループ 

Wana01 wana01 
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＜PC＞ 

 アプレット（一連の動作）に名前を付けます。 

 動作には関係ありませんが、複数の通知機を運

用する場合は、個々の通知機が判別できる名前に

します。 

操作は、赤丸の部分をクリックすると、入力が

可能な状態になりますので、キーボード入力しま

す。 

 

 

図６１（PC 画面） 

 

 

＜PC＞ 

 修正後のイベント名 

（例として「わな通知機」としています） 

 

 

図６２（スマホ画面） 

 

 

 

１２ E メールへ送信する設定 
（LINE 利用では不要です。 
「１４ Key（送信用コード）の取得」
へお進みください。） 
 

＜共通＞ 

 次に Webhooks へ E メールを紐付けます。 

 「That」の前の「＋」を選択します。 

 

＜スマホ画面＞ 

 
図６３ 

 

 

＜PC 画面＞ 

 

図６４ 

 

 

＜共通＞ 

 検索窓へ「email」と入力し、表示される候補

から「Email」を選択します。 

 

 

図６５ 

わな通知機 Wana01 wana01 
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＜共通＞ 

 

 「Connect」をクリックします。 

 
図６６（スマホ画面） 

 

 

図６７（PC 画面） 

 

 

＜共通＞ 

 送信先のメールアドレスを入力し、「Send PI

N」をクリックします。 

 「Send PIN」をクリックすると、設定したメ

ールアドレスに開通確認用のメールが送信されま

す。 

 

 

図６８（スマホ画面） 

 
図６９（PC 画面） 

 

 

＜共通＞ 

 図６８、６９で入力したメールアドレスへ確認

用Ｅメールが送信されます。 

 

 
図７０ 

 

 

＜共通＞ 

 図６８、６９の下に新たに表示された PIN 欄

へ図７０の PIN を入力して、「Connect」をク

リックします。 

 

 
図７１（スマホ画面） 
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図７２（PC 画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

「Send me an email」をクリックします。 

 

図７３（スマホ画面） 

 

 

＜PC＞ 

「Send IFTTT any email」をクリックしま

す。 

 

図７４（PC 画面） 

 

 

 

 

 

 

＜共通＞ 

 下記のＥメールフォームが表示されます。 

 

図７５（スマホ画面） 

 

 

 

図７６（PC 画面） 

 

＜共通＞ 

 「Subject」へＥメールの表題、「Body」へ

本文を入力し、「Create action」をクリックし

ます。 

 

図７７（スマホ画面） 

わな通知機 
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図７８（PC 画面） 

 

 

＜共通＞ 

 下記のタイトル確認が表示されます。 

 
図７９（スマホ画面） 

 

 
図８０（PC 画面） 

 

 

 

 

＜共通＞ 

 アプレット（一連の動作）に、図２で名前を付

けます。 

 動作には関係ありませんが、複数の通知機を運

用する場合は、個々の通知機が判別できる名前に

編集します。図２参照 

 

 
図８１（スマホ画面） 

 

 

 

図８２（PC 画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わな通知機 

わな通知機 

わな通知機 

Wana01 Wana01 

Wana01 wana01 

wana01 
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＜共通＞ 

 下記の画面が表示されれば、IFTTT 側の設定

は完了です。 

 

 

図８３（PC 画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ E－Mail を複数の宛先へ転送 
（LINE 利用では不要） 
 

Web 上で閲覧可能なメールサービスの多くは

自動的に複数の宛先へメールを転送することがで

きます。 

また、特定の件名や本文で宛先を振り分ける機

能もあるため、わな通知機を複数運用するには大

変便利です。 

事例では複数のメールサービスを紹介すること

は困難なため、例として google の gmail で説明

します。 

 

※ほとんどのメール送信サービスは迷惑メール防

止のために、暗号を転送先に設定したメールアド

レス宛に送信し、その暗号を入力する作業が必要

です。そのため事前に相手先に連絡し、暗号が送

信されてきたら連絡してもらうようにしてくださ

い。 

 

 

＜PC＞ 

 作業は必ず google chrome ブラウザ（以下

chrome）で行ってください。 

 Chrome は初期状態では下記の検索ページが

表示されます。異なる場合は下記の URL を開い

て、「Gmail」を選択してください。 

https://www.google.com/?hl=ja 

 

 

図８４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わな通知機 Wana01 wana01 

https://www.google.com/?hl=ja
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＜PC＞ 

 Gmail の画面で右上の歯車アイコンを選択し、

メニューの「設定」を選択します。 

 

 

図８５ 

 

 

＜PC＞ 

 設定画面の上段から「メール転送と POP/IMA

P」を選択します。 

 

 

図８６ 

 

 

＜PC＞ 

 上段の中央にある「転送先アドレスを追加」を

選択します。 

 

 

図８７ 

 

＜PC＞ 

 転送先のメールアドレスを入力します。 

 

 

図８８ 

 

 

＜PC＞ 

 「続行」を選択します。 

 

図８９ 

 

 

＜PC＞ 

 転送先へ「確認コード」＝暗号を送信した旨の

メッセージが表示されますので、「OK」を選択

します。 

 

図９０ 
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＜PC＞ 

 転送先へ連絡し、確認コードを転送先メールア

ドレスの後ろの「確認コード」欄へ入力し、その

下の「確認」ボタンを選択します。 

 転送先が複数ある場合は、図８７からここまで

を繰り返します。 

 

 

図９１ 

 

 

＜PC＞ 

 わな通知機の送信のみを転送するために、フィ

ルターを設定します。 

 画面中央の「フィルタを作成」を選択します。 

 

※複数の転送先を設定した場合、上部にピンク色

の欄で警告が表示されますが、本設定を行う上で

は問題ありません。。 

 

 

図９２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜PC＞ 

 記入例は件名で判別して、転送先を決める例で

す。 

 この場合、件名に「わな通知機」と記入し、

「フィルタ作成」ボタンを押します。 

 

図９３ 

 

 

＜PC＞ 

 「次のアドレスに転送する」にチェックを入

れ、右側に表示されているプルダウンボタン（ド

ロップダウンリスト）から、メールアドレスを選

択する。 

アドレスに問題がなければ、下部右側の「フィ

ルタを作成」を選択します。 

 

 

図９４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わな通知機 
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＜PC＞ 

 作成したフィルタの確認方法は、下図の「フィ

ルタとブロック中のアドレス」を選択します。 

 ピンク色の帯（図９２と同じ）が表示される注

意喚起されることがありますが、本設定上は無視

して構いません。 

 

 

図９５ 

 

 

＜PC＞ 

 転送先の確認画面は下記の通りとなります。 

 転送先の編集・削除はこの画面で管理します。 

 

 

図９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ Kye（送信用コード）の取得 
 

＜スマホ＞ 

 SORACOM の Beam サービスで使用する情

報（Key）を取得します。 

 「１０ IFTTT のアプレット作成」図２８、

２９から「Webhooks」を選択します。 

 下記の画面が表示されない場合は、スマホアプ

リのタスク管理から終了し、アプリを再起動して

ください。 

 

 

図９７（スマホ画面） 
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＜スマホ＞ 

 「Webhooks」のメニューの設定ボタンを選

択します。 

 

 
図９８（スマホ画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

 Android は User_url の「http://maker.ifttt.

com/use/」の後ろの文字列をメモ等を使って、

テキストコピーします。 

 iPhone をご使用の方は、IFTTT アプリでテキ

ストコピーが出来ないため、手書きメモをする

か、Safarip ブラウザから IFTTT サイトを開い

て作業してください。 

 

 
図９９（スマホ画面） 

 

 

 

＜共通＞ 

 ウェブブラウザに表示された「Your key is:」

の下段の文字列をメモします。 

スマホやブラウザの種類によっては右側が表示

されないことがあるので、必ず横へ画面移動して

確認してください。 

ここでコピーした key を、SORACOM LTE-

M Button Plus の設定で使用します。 

IFTTT 側の設定はこれで終わりになります。 

 

 

図１００（スマホ画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字列の右側表示が隠れている場合

があるのでご注意ください。 

Your Key is と key/の右側は同じ

です。 

http://maker.ifttt.com/use/
http://maker.ifttt.com/use/
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１５ 送信機の設定 

（SORACOM Beam） 

＜PC＞ 

 SORACOM 社ホームページ 

https://soracom.jp/へウェブブラウザで接続

し、「User Console」をクリックします。 

 

図１０１（PC 画面） 

 

 

＜スマホ＞ 

 赤丸のメニューボタンを押します。 

 
図１０２（スマホ画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ＞ 

「User Console」を押します。 

 

 
図１０３（スマホ画面） 

 

 

＜共通＞ 

 ログインを行ってください。 

 

 

図１０４（共通） 
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＜共通＞ 

 「Menu」をクリックします。 

 

 
図１０５（共通） 

 

 

＜共通＞ 

「共通機能」の発注を選択します。 

 

 

図１０６（共通） 

 

 

＜共通＞ 

 ステータスが「受け取り済」になっていない場

合は、「受け取り確認」と表示されているので、

文字をクリックして「受け取り済」へ変更してく

ださい。 

 

 

図１０７ 

 

 

 

 

 

 

 

＜共通＞ 

 「Menu」をクリックしてください。 

 

 
図１０８ 

 

 

＜共通＞ 

 「SORACOM Air for Cellular」の「SIM グ

ループ」を選択してください。 

 

 

図１０９ 

 

 

 

＜共通＞ 

 「＋追加」をクリックしてください。 

 

 
図１１０ 
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＜共通＞ 

 任意のグループ名を入力し、「グループ作成」

をクリックします。ここでは、「wana01」を

入力しています。 

※機器１台につき、１グループが必要になるた

め、複数の機器を登録する場合は、機器毎にグル

ープを作成します。 

 

 

図１１１ 

 

 

＜共通＞ 

 グループの設定画面へ移動しますので、「＞S

ORACOM Air for Cellular 設定」をクリック

します。 

 

 

図１１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜共通＞ 

 「バイナリパーサー設定」を「ＯＮ」にして、

入力欄へ「@button.ifttt」と入力し、「保存」

をクリックしてください。 

 

 
図１１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

wana01

wana01

@button.ifttt 
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＜共通＞ 

 次に「SORACOM Beam 設定」をクリック

します。 

 

 

図１１４ 

 

 

＜共通＞ 

 「＋」をクリックします。 

 

 

図 1１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜共通＞ 

 「UDP→HTTP/HTTPS エントリポイント」

を選択すると、図１１７が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

図１１６ 

 

 

図１１７ 

wana01

wana01

wana01 (00000000-0000-0000-000000000000)

★転送先の設定へ 

★ヘッダ操作の設定へ 
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＜共通＞ 

★転送先の説明 

 各項目のうち、プロトコル、ホスト名、ポート

番号は下記のとおりです。 

  プロトコル： HTTPS 

  ホスト名： maker.ifttt.com 

  ポート番号： 入力しない 

 

 パスは図４４、４５で設定した Event Name

と図１００の key の組合せです。 

 IFTTT のユーザーID が同じなら、■は共通と

なりトリガー名のみ、Event Name 毎に変更と

なります。 

 

●＝Event Name   ■＝key となります。 

 

  パス： /trigger/●●●●/with/key/■■

■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

例： 

 機器３機の場合。 

図４４（スマホ）または図４５（PC）で下記

の Event Name に設定した場合 

wana01、wana02、wana03 

図１００を例として、key を下記と仮定すると

・・・ 

 d5bPWGUQ08gecFCt0RBWC2 

 

・wana01 のパス例 

/trigger/wana01/with/key/ d5bPWGUQ08

gecFCt0RBWC2 

・wana02 のパス例 

/trigger/wana02/with/key/ d5bPWGUQ08

gecFCt0RBWC2 

・wana03 のパス例 

/trigger/wana03/with/key/ d5bPWGUQ08

gecFCt0RBWC2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜共通＞ 

★ヘッダ操作の説明 

次に「ヘッダ操作」の項目で「IMSI ヘッダ」

のみ ON にし、カスタムヘッダで「＋」をクリッ

クして、「カスタムヘッダを追加」します。 

 

  アクション 置換 

  ヘッダ名  post 

  値     curl -X POST 

 

 

図１１８ 

 

※ 値の「curl」、「-X」、「POST」の間に

は、半角スペースを入力します。 

 

 

 これで IFTTT と SORACOM LTE-M Bｕtto

n Plus の設定が完了しました。 

 ボタンを押して、E メールが届くか確認してく

ださい。電波状況に問題がないのに、動作確認 

LED が赤になる場合は、最初から設定項目に誤

りがないか確認してください。 
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１６ 材料の解説 

 屋外に設置している箱わなへ取り付ける機器と

して防水性、耐候性、安定動作、作業性等が不可

欠なため、下記の材料を使用しました。 

 

表２ 

※部品固定等に両面テープや接着剤があると便利

です。 

 ビニールテープの代わりにハーネステープ等の

伸縮性のある物を使用すると防水性が高まりま

す。 

 鉄板については、錆が発生すると動作不良とな

るため、ステンレスが推奨されます。 

事例では入手しやすいものとして、大型カッタ

ーナイフのステンレス刃を危なくないようにヤス

リ等で潰して使用しました。 

 

 

SORACOM LTE-M Button Plus 

 

 

 

 

 

 

 

図１１９ 

 

 

マグネットスイッチ（NO タイプ） 

 

 

 

 

 

 

 

図１２０ 

 

 マグネットスイッチには、NO（ノーマルオー

プン）タイプと NC（ノーマルクローズ）タイ

プ、両端子付きがあります。 

 今回はわなが動いた時に送信する機器なので、

NO（ノーマルオープン）タイプを使用します。 

 なお、不具合発生を防止するために、必ず電子

テスター等で磁石を離すと通電するか確認してく

ださい。 

 

 

図１２１ 

 

 オープンとクローズは電子部品用語でオープン

はＯＦＦ、クローズはＯＮとなります。 

 マグネットはマグネットスイッチに付属のもの

で構いませんが、強風時の誤動作が考えられる場

所では強力なネオジウム磁石が良いと思われま

す。 

 また、わなと繋げて動作させるために紐を通す

穴が開いているものがお勧めです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２２ 

 

 

 

 

 

SORACOM LTE-M Button Plus

OFF

NO

ON
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写真のネオジウム磁石は、紐を通す為にプラス

チック部分に穴開け加工をしています。 

ケースの外側にマグネットをつけておくため、

鉄板等をケースに貼り付けますが、ステンレス製

カッターナイフの刃が錆びにくく、使いやすいサ

イズです。 なお、怪我に気を付けて刃と鋭利な

部分をヤスリ等で潰して使用します。 

 

 

図１２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２４（カッターナイフの刃） 

 

 

 ケースについては、人工物に敏感なイノシシは

暗色艶消しが警戒されにくいようです。 

 シカやタイワンリス等の比較的に警戒心が低い

動物は白色でも問題無いようです。 

 写真は 

タカチ SW-130Ｓ（グレー） 

 SW-130B（黒）であれば、未塗装でも目立ち

ません。 

 

図１２５ 

 

 

１７ 製作のポイント 
 本事例で使用するケースは防水ではないため、

ビニールテープで簡易な密閉を行いますが、屋外

では外気圧の変化により、僅かな隙間からも浸水

することがあるため、防水性を高める目的でチャ

ック付きビニール袋を使用します。 

 タカチ SW-130 へ収納するため、本事例では

チャック付きビニール袋のサイズは横 14cm 

縦 10cm 厚さ 0.04mm を使用しました。 

 

 

図１２６ 

 

 

 マグネットスイッチはケース内面に接着する必

要があるため、チャック付きビニール袋の角に内

側からケーブルを通す穴を開けます。 

 穴が大きすぎると接着剤で塞ぐ事が難しくなる

ため、配線がやっと通る程度にします。 

 

図１２７ 
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 LTE-M ボタンへ接続するコネクタをチャッ

ク付きビニール袋（以下、チャック袋）の内側か

ら通し、下図のように接着剤を多めに塗って、ケ

ーブルを外側へ引っ張ります。 

 なお、ビニール袋はポリプロピレンの場合、難

接着であることが多いため、本事例では変成シリ

コン系接着剤を使用しました。 

 写真はチャック袋を裏返して、コネクタ付きケ

ーブルを前写真で開けた穴に通したあと、接着剤

を穴から５mm～１０mm の部分へ塗布した状態

です。 

 

 

図１２８ 

 

 

 チャック袋の表側から、接着剤を塗布した部分

が穴に接触するまでケーブルを引っ張ります。 

 
図１２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下の写真の様にチャック袋の角に接着剤が溜ま

った状態に出来れば問題ありません。 

 なお、必ず完全硬化させてください。 

 

 

図１３０ 

 

 

次にマグネットスイッチの加工となります。 

 事前の加工として、Plus の外部入力線（図１

１９）とマグネットスイッチ（図１２０）をハン

ダ付けします。 

 このとき、ショート防止に必ず熱収縮チューブ

等で絶縁します。 

 熱収縮チューブはリード線に事前に通しておき

ます。 

 リード線同士を接続する準備として、予めリー

ド線の先端から 10mm の場所から被覆を半分程

度引き抜いておきます。 

 

 

図１３１ 

 

 

 接続したいリード線の被覆をむいた部分を平行

に合わせます。 

 

図１３２ 

 

 

10mm5mm
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図１３３ 

 

 

 捻って結線させ、ハンダ付けします。 

 

 

図１３４ 

 

 

 ハンダ付けした後に、余分な部分を切断してく

ださい。 

 

 
図１３５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熱収縮チューブをハンダ付けした部分に合せて

から、ライター等で炙って縮ませて被覆完了で

す。 

 炙りすぎると熱収縮チューブが溶けてしまいま

すので、慣れないうちは遠火で炙ってください。 

 

 
図１３６ 

 

 

 

図１３７ 

 

 

 箱わなの扉は１０～２０ｋｇと非常に重いた

め、扉が閉じるときの振動は凄まじく、わな通知

機の取付が不完全な場合は、扉が閉まった衝撃で

収納しているケースの蓋や LTE-M Button Plu

s の電池ケース蓋が外れる事もあるので、ハーネ

ステープで LTE-M Button Plus を巻いきま

す。 

 

 

図１３８ 
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 LTE-M ボタンとコネクタを接続し、隙間が出

来ないように密着させて密封します。 

 この時、設定した送信先へ通知が送信されま

す。 

 

 

図１３９ 

 

 

 ケースへマグネットスイッチを接着剤で固定

し、LTE-M ボタンの入ったチャック袋を入れ、

ケースの蓋をします。 

 接着剤は変成シリコン系かエポキシ系がお勧め

です。 

 この時、チャック付きビニール袋の密閉不足

や、袋のサイズが大きい場合は蓋が閉まらないた

め、注意が必要です。 

 

 

図１４０ 

 

 

 鉄板をケースへエポキシ接着剤で貼り付けま

す。 

  

 

図１４１ 

 

 

 

 硬化後に鉄板全体と接着面をエポキシ接着剤で

コーティングすれば、鉄板が剥がれにくくなりま

す。 

 

 

図１４２ 

 

 

 動作確認のためマグネットを着けてから、外し

ます。 

 動作を開始すると橙色に動作ランプが点滅しま

す。 

 通信が成功すると緑色に動作ランプが変わりま

すので、メール送信先にしている機器で受信を確

認してください。 

 動作しない（ランプが着かない）場合は、マグ

ネットスイッチとの接続で断線していないか確認

してください。 

 また、通信に失敗すると、橙色のあと赤色に変

わりますので、再度、マグネットを付けて離すこ

とで動作させます。 

 電波状況が悪い場合は、窓際や屋外など場所を

変えてテストしてください。 

 

 

図１４３ 
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 密閉のためにビニールテープでケース開口部を

塞いで防水加工します。 

 ビニールテープは屋外使用とメンテナンス時の

開封を考慮して、耐候性、伸縮性があり数年後で

も糊が残りにくい製品が推奨されます。 

事例では自動車用のハーネステープまたは結束

テープと呼ばれる厚さ 0.1～0.145mm の伸縮

性のあるビニールテープを使用しました。 

 

 
図１４４ 

 

 

なお、厚み 0.2mm 以上の通常の電工用ビニー

ルテープでは硬く、剥がれやすいのでおすすめし

ません。 

 

 

図１４５ 

 

 

 本事例ではケース中央部へ３mm の穴を開け、

透明な樹脂丸棒を予め３mm 程度に切断した物を

接着し、ケースを開封しなくても動作確認 LED

の状態が分かるように加工しました。 

 

 

図１４６ 

 

１８ 振動センサーの活用 

 箱わなの扉が閉まる振動や、捕獲動物が暴れる

ことによって起こる振動を LTE-M Button Plu

s の送信トリガーとする方法を試作しましたの

で、興味のある方はお試しください。 

 なお部品については、当事例執筆時の価格と入

手先を下表へ示します。 

 送料は別途必要ですが、まとめて発送可能な物

もありますので、購入時にご確認ください。 

価格及び入手先は、販売者の都合により変更ま

たは取扱が無くなる場合があります。 

また、基板については著者が作成した CAD デ

ータを基に外部民間企業へ発注していますが、製

作を行いたい方は、ユニバーサル基板等をご利用

ください。 

 

表３（購入例） 

 

 

 

１９ 振動センサーモジュールの製作例

 LTE-M Button Plus 等の外部入力のある通

信機器は、誤動作防止のためにチャタリング（瞬

間的 ONOFF）を防止するように設計されていま

す。 

 そのため、瞬間的に ON と OFF が切り替わる

仕組みである振動センサーを使用する場合は、マ

イコン等で振動センサーの ON 情報を感知し、通

信機器へ伝える仕組みが必要でした。 

 

 

図１４７（振動センサー SW－18015P） 
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 振動センサーは、筒の中に硬い中心棒とバネが

入っていて、振動エネルギーが加わるとバネが動

いて中心棒と触れる仕組みなっています。 

 

 

図１４８ 

 

 

   

Raspberry pi     Arduino nano 

図１４９（各種マイコンや小型コンピュータ） 

 

 

 しかし、本事例で紹介しているわな通知機は、

通信のみの単機能でなるべく専門知識が無くても

作成できることと、小型軽量で乾電池のみで１年

間程度の動作が可能になることを目標としていま

すので、マイコン以外の方法を検討しました。 

 まず、チャタリングを起こさない仕組みとし

て、遅延タイマーに着目しました。 

 遅延タイマーとは、瞬間的な ON 入力でも設定

した時間 ON 状態を継続する装置で、IC 化され

ている物は待機電流が 1uA 以下の物もあり、非

常に低消費電力です。 

 また、遅延タイマーは一般的に、ON 状態中に

再度 ON 入力があった場合、割り込みを無視する

ことが可能で捕獲した鳥獣が暴れる事による継続

的な入力信号を設定した時間キャンセルするとと

もに、設定時間後の入力信号により再送信させる

ことができ、マグネットスイッチで出来なかった

再送信機能を実現できます。 

 

 

図１５０（多機能遅延タイマーIC と配線例） 

 

 

 タイマーの ON 出力は、通常リレーを利用して

ON OFF を行いますが、乾電池駆動では消費電

力が多いため利用できません。また、LTE-M B

utton Plus は外部から電圧を入力してはいけな

い仕様なため、フォトカプラを使用しました。 

 なお、フォトカプラの中でも低消費電流で手作

業で半田付けできる限界のサイズと思われる TL

P293 を選定しました。 

 

 

図１５１（フォトカプラ TLP293） 

 

 

 製作例として、下記の回路を作成しました。 

 

 

図１５２（回路図） 

 

 

 試作段階では製作数が少ないため、ユニバーサ

ル基板、自作エッチング基板、CNC 加工基板が

有効です。 

また、基板製作サービスを利用することで、組

立作業の効率化も図れます。 

CAD データが必要になりますが、10cm x 1

0cm x 10 枚で約 2,500 円程度で製作出来る

ので、１枚当たり 20 円以下で製作も可能です。 

 

 

P2
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※ IC P1

P2 P1 P2
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 下の写真は実際に民間企業へ発注した基板で

す。 

 また、抵抗器 R6.8k は、R3k へ変更していま

す。 

 

表面         裏面 

   

図１５３（基板） 

 

 

 製作時は、特にフォトカプラが小さいので、半

田付けする際は、事前に基板側の１カ所だけに予

備半田を行っておき、フォトカプラを上から軽く

押さえつけて半田付けし、その後に対角線のリー

ドから順番に半田付けするとやりやすいようで

す。 

 LTE-M Button Plus へ接続するコネクタ付

きケーブルは、半田付けのみでは破損しやすいた

め、グルーガン等の接着樹脂で固定します。 

また、振動センサーもダイレクトに振動エネルギ

ーが伝わるように固定します。 

 

 

図１５４（回路図） 

 

 

２０ 箱わなへの設置例 

 マグネットスイッチタイプ（以下、M スイッ

チ）及び振動センサータイプ（以下、V スイッ

チ）共に、マジックテープや自動車用両面テープ

を利用してケース（通信装置）を固定します。 

 M スイッチのトリガー紐は余裕が無く張った状

態だと、強風等で誤作動する原因となるので、少

し緩めに取り付けてください。 

 V スイッチは両面テープで貼り付けるだけで

す。 

 図１５５のトリガー紐は写真では見やすいよう

に青色としていますが、実際は黒等の暗色にして

ください。 

 

 

図１５５ 

 

 

 箱わなへ取り付ける際は、実際に箱わなの設置

場所で通知機を動作させて、動作確認 LED が緑

色に点灯するか確認してください。 

 箱わなの形状や設置場所によっては、通知機の

取り付け場所を工夫する必要があります。 

 捕獲動物の警戒心を刺激しないように、なるべ

く、箱わなの天面は避けて設置してください。 

 必ず、設置後に正常に動作するか、実際にわな

を作動させて通信がされるか確認してください。 

 せっかく作った便利な機器も、動作しなければ

意味がありませんので、しっかり動作テストを行

うことをお勧めします。 
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２１ 経過 

 くまもと☆農家ハンター様のご厚意により、試

作した通知機の箱わなへの設置と実証試験をさせ

ていただいています。 

 また、振動センサーについても試験中です。 

  

 くまもと☆農家ハンターホームページ： 

 https://farmer-hunter.com/ 

 

 

２２ 問題点と改善点の整理 

 これまでにラズベリーパイを利用したタイプか

ら始まり、以下の問題点について、実証試験結果

から改善しました。 

 

・問題点１ 

 ラズベリーパイタイプ（以下、ラズパイタイ

プ）で設定が煩雑だった。 

・改善点１ 

 スマホアプリで容易に設定できる Plus タイプ

へ改善しました。 

 

・問題点２ 

 ラズパイタイプは容器が大きく、箱わな上部へ

設置して捕獲動物に警戒されていた可能性があっ

た。 

・改善点２ 

 LTE-M へ変更したことにより、小型軽量で捕

獲動物から目立たないゲートレール部分への設置

が可能となりました。また、容器の外観も暗色艶

消しとへ変更しました。 

 さらに Plus タイプは可動部品が無いため、小

型化できました。 

 

・問題点３ 

 ラズパイタイプでは箱わなへの設置や、仕掛け

が煩雑で動作しない場合があった。 

・改善点３ 

 両面テープ及びマジックテープでゲートレール

部へ容易に設置・仕掛けができるようになりまし

た。 

 

・問題点４ 

 ラズパイタイプでは、ポケット wifi や USB ド

ングルを使用していたため、機種によって通信エ

リアが異なり、使用できる場所が限られていた。 

・改善点４ 

 LTE-M 採用により、携帯電話の電波を使用

し、広範囲な地域で利用可能となりました。 

・問題点５ 

 ラズパイタイプはポケット wifi を使用するた

め、バッテリーの管理が煩雑になっていた。 

・改善点５ 

 Plus の電池管理（単四乾電池２本）のみとな

り、捕獲目的であれば１年以上動作可能となっ

た。 

 

 

図１５６ 

 

 

・問題点６ 

 通知の送付先が、Ｅメール１件のみであった。 

・改善点６ 

 Web メールの転送機能により、複数宛先への

メール送信ができるようになった。また、SNS

のグループトークに対応しました。 

 

・問題点７ 

 AWS タイプではトリガーの紐につけた安全装

置が原因で、動作が不安定な場合があった。 

・改善点７ 

 LTE-M で使用していた物理ボタンをマグネッ

トスイッチへ変更することにより、安全装置が不

要で確実な動作になった。 

 

・問題点８ 

 ラズパイタイプでは再設置時にトリガーのリセ

ットが必要でリセット忘れによる作動不良があっ

た。 

・改善点８ 

 マグネットスイッチ採用により、リセット作業

が不要になりました。 

 

・問題点９ 

 ＡＷＳタイプでは作動時にトリガー部品が外れ

たり破損することがあった。 

・改善点９ 

 マグネットスイッチ採用により、トリガーの破

損が無くなった。 

 

 

 

https://farmer-hunter.com/


 - 42 - 

・問題点１０ 

 ＡＷＳタイプでは AmazonWebService がカ

ード決済のみであったため、市町村や法人での利

用が困難だった。 

・改善点１０ 

 Plus へ変更したことで、AmazonWebServic

e の利用が不要となり、カード決済以外の方法が

選択可能となり、補助金を活用した支払いが容易

になった。 

 

・問題点１１ 

 ケースを閉じると通信機の LED が見えず、動

作確認ができなかった。 

・改善点１１ 

 ケースに透明プラスチック窓を設け、LED が

見えるようにした。 

 

・問題点１２ 

 再送信ができなかったため、電波状態が不安定

な場所での運用が難しかった。 

・改善点１２ 

 振動センサーモジュールで再送信可能となっ

た。 

 

・問題点１３ 

 箱わなの誤作動と捕獲に違いが通信状態だけで

は判断できなかった。 

・改善点１３ 

 振動センサーモジュールを採用した事で、捕獲

動物が捕獲後に暴れる度に再通知されるため、誤

動作か捕獲かが判断しやすくなった。 

 

・問題点１４ 

 小型箱わなへ装着する事も想定されるので、市

販の防水ケースが大きすぎて利用出来ないため、

ケースの密閉にビニールテープを使用していた

が、防水性に問題があった。 

・改善点１４ 

 チャック付き袋に配線を通した構造へ変更し、

開口部を極力少なくした事により通信機本体が浸

水するリスクが軽減された。 

 

・問題点１５ 

 ケースに取り付けた鉄板が外れることや、錆び

る事で誤送信があった。 

・改善点１５ 

 鉄板をエポキシ樹脂接着剤で被覆して、鉄板の

防錆と剥離防止を行った。 

 

 

２３ 今後の展開 

・現場で実際に使用した情報を元に専門家や捕獲

従事者の意見を取り入れて、当資料の再現性、実

用性、普及方法の改善を行います。 

・各種会議等で資料の説明を行っていきます。 

・箱わなや囲いわなを製作する課題研究を行って

いる学校等への技術提供や製作指導を行います。 

・ご要望に応じてワークショップ等を通じて普及

していきます。 

・ホームページ等で当資料を配付して普及してい

きます。 

・当事例を参考にわな通知機を製品化して頂ける

方へ無償で情報提供いたします。 

 

 

２４ あとがき 

 今回試作したわな通知機は、市販の製品と比較

して、わなの作動通知のみに機能を絞り、ＤＩＹ

感覚で鳥獣被害対策に活用できるＩｏＴ機器を自

作することを目標としています。 

 安価に自分で製作を行うことで、故障した場合

も、迅速な対応が可能となるメリットがありま

す。 

 導入費用が安価であれば、個人でも導入が容易

となり、わなの作動通知で見回りの軽減や、その

後の作業の効率化が期待できます。 

 鳥獣被害の防止について、自分で工夫して対策

することで、一層の対策強化に寄与できれば幸い

です。 
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・熊本市産学連携コーディネーター 

              青山 こういち氏 

・熊本県産業技術センター  道野 隆二氏 

・熊本高等専門学校     葉山 清輝氏 

 

 

２６ 参考文献 

・平成３０年３月農林水産省 

         「鳥獣被害の現状と対策」 
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２７ 登録商標等 

・本事例に記載されている会社名、 製品名、 サ

ービス名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

２８ 連絡先 

連絡先： 九州農政局農村振興部農村環境課 

電話番号： 096-300-644１ 

ホームページからのお問合せ： 

 https://www.contactus.maff.go.jp/j/ 

kyusyu/form/281211.html 

 

https://www.contactus.maff.go.jp/j/

